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日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 馬場研究室内
Tel 03-5421-8739（直通）
Fax 03-5421-8796

個人情報の保護とデータ収集の重要性
西川浩昭

行動計量学会には医学系の会員が多い。最
近の会員の状況については、よく判らないが、
1989年に開催された月例シンポジウムにおける
柳井晴夫先生の報告によれば、医学系は文学・
人間学系、工学系と並んで多くの会員が所属し
ていた。医学に限定されているというわけでは
ないが、今回は特に医学に関係した内容である
個人レベルでのデータについて少し述べたいと
思う。
最近、個人情報の漏洩に関する事件が多発

している。閣僚の年金未納状況を閲覧して大量
の処分者を出した社会保険庁を始めとして、イ
ンターネットのプロバイダー、通販業者、さら
には信販会社に至るまで、顧客情報の漏洩に関
しては、枚挙にいとまない。
社会保険庁や企業における顧客情報に対応

するものが、研究者にとっての個人情報であろ
う。本学会も、扱う内容として「行動計量学」を
標榜している以上、扱う内容は人間の様々な行
動である。理論家に属する会員はともかく、何
らかのデータを収集して、解析し、規則性を求
めている、いわゆる実務家に属する会員は、必
ず個人の情報を扱っているはずであり、それに
関係した問題を避けては通れないはずである。
学術機関が行う学術研究については、個人

情報保護法の適用除外になっている。しかし同
法50条の第3項に「個人データの安全管理のた
めに必要かつ適切な措置、個人情報の適正な取
扱いを確保するために必要な措置を自ら講じ、
かつ当該措置の内容を公表するよう努めなけれ
ばならない」と適用除外にされた個人情報取扱
者の義務が定められている。なかでも、健康問
題にかかわる研究の場合には、個人の検査情報
を扱うことが多いので、情報の取扱いに細心の
注意を払う必要がある。
だからといって、データを安易に収集する

ことは、言語道断である。個人情報を保護する
からといって、どこの誰を調査したのかさえ判
らないのでは、調査ということは出来ない。昨

今、こうした調査とは言えないデータ収集法が
平然と行われ、さらにそうして収集したデータ
で結論を導き出す者がいるという非常に危険な
状況が発生している。例を挙げればWeb上に
ホームページを開き、そこに質問を載せておい
て、質問に回答したものを得られた調査結果と
する、オープン形式のネット調査が該当する。
インターネットを用いて調査すること自体を否
定するつもりはないが、本学会でも大隅昇先生
のグループが検討しているように、きちんとし
た方法に基づいて行った場合でも、対象の属性
に偏りがあるなどの問題点が指摘されている。
そういうことを考慮せず、同一人が複数回回答
することも否めない方法で得た結果を、イン
ターネット調査による結果であるといって付加
価値を高めようとする様な行為は許されない
し、学会としても監視する必要がある。
高度な分析手法が開発され、さらにそうし

た分析が誰でももっているパソコンで簡単に出
来るようになってきた。色々な意見があるとは
思うが、この様に分析が簡単になったこと自体
は、多変量解析を利用する者の裾が広がったわ
けで、良いことだと思う。確かにそれに伴って、
分析や結果の解釈の誤りが増えてはいるが、そ
うした問題については、指導者や学会の責任で
ある。
分析方法がより高度になると同時に研究者

の身近になってきた今日、改めてデータ収集の
重要性を感じされられた。どんなに高度な分析
を行っても、もととなるデータがゴミであって
は、何もならない。社会的にはゴミなどの不要
なものをリサイクルすることが重要視されてい
るが、研究という立場から見れば、いい加減な
方法で収集されたデータはゴミに過ぎず、どの
ように扱ってもものにはならない。本学会とし
ても理論や方法論だけでなく、データでも勝負
できる様な土壌ができることを願って止まな
い。
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32回大会へのご参加

お待ち致しております

日本行動計量学会第32 回大会は来る9月 16 日
（木）、17日（金）、18日（土）の3日間青山学院大
学相模原キャンパスで開かれます。相模原キャンパ
スは少しばかり東京の郊外になりますが、新宿、渋
谷から一時間、横浜からも一時間、駅から徒歩で7
分と便利な所にあります。
今回も広く人間の行動について専門別分野とし

ては心理学、社会学、生理学、機械工学など広い立
場から、方法論としてはヒトの意見を聞く調査･
データ収集法、数量化の方法論からその信頼性まで
いろいろな発表が計画されており、皆様の参加で、
更なる有意義な議論がなされることを期待してお
り、皆さんのご参加をお待ちしております。なお会
員以外の方々の参加も大いに歓迎いたします。
特別講演として3件、特別セッション12件、一

般セッション14件を予定致しております。

みどり豊かなキャンパスでお会いしましょう

日本行動計量学会第32回大会実行委員長
青山学院大学理工学部教授
二宮理憙

第83回行動計量シンポジウム

Factor Analysis

Centennial Symposium at Osaka
主催：FA100組織委員会

＜開催趣旨＞
Spearman が心理学の分野で因子分析を提唱して

今年で100年になる。因子分析はその間大きな発展
を遂げ、多変量解析の重要なコンポネントとして定
着し、近年では、構造方程式モデリング(SEM)や独
立成分分析（ICA）などへの新しい発展を見せてい
る。本シンポジウムでは、因子分析の100年の発展
を省みるとともに今後の発展について議論したい。
最近のトピックである、尺度、信頼性、一次元性、非
線形モデル、欠測値等に加えて、非正規因子分析や
SEM、ICA、因果推論等を議論することで多変量解

析の新しい一分野を創出したい。なお、シンポジウ
ムは英語で行い予稿集を作成する。
多数のみなさまのご参加をお待ちしております。

＜日時＞平成16年10月2日（土）～10月4日（月）
＜場所＞大阪大学中之島センター
URL: http://www.onc.osaka-u.ac.jp
大阪市北区中之島4-3-53（06-6444-2100）
JR大阪環状線福島駅下車徒歩10分

＜参加費＞2000円（資料代等の実費）
＜特別招待講演者＞
Peter M. Bentler (UCLA, USA)
Jos M. F. ten Berge (University of Groningen, The
Netherlands)

Aapo Hyvarinen (University of Helsinki, Finland)
Sik-Yum Lee (The Chinese University of Hong Kong,
China)

Ab Mooijaart (Leiden University, The Netherlands)
Kazuo Shigemasu (University of Tokyo, Japan)
Haruo Yanai (National Center for University Entrance
Examinations, Japan)

Ke-Hai Yuan (University of Notre Dame, USA)
他に5～10件程度の講演を予定している。

＜申し込み方法＞
参加希望者は狩野宛てメイルでお知らせくださ
い（50名程度の一般参加者を予定）

＜問い合わせ先＞
狩野 裕
（かのゆたか，kano@sigmath.es.osaka-u.ac.jp）
＜その他＞
・Excursion と Banquetを計画中
・詳細プログラム等が決まり次第、下記Webpage
に掲載する。
http://koko15.hus.osaka-u.ac.jp/̃kano/research/
seminar/04_09FA100/index.html

・本シンポジウムは次の科学研究費による補助を
受けている：赤平昌文代表（A1）（狩野裕分
担），狩野裕代表（C2）

FA100組織委員会
組織委員：狩野裕，黒木学，杉本知之，宮本友介
（大阪大学），足立浩平（立命館大学）
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関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学会大会等＞
☆ 2004年度統計関連学会連合大会

日本計量生物学会，日本統計学会，応用統計学会

連合大会

協　賛：日本計算機統計学会，日本分類学会，日

本行動計量学会
会　期：2004年 9月 3日（金）～6日（月）
会　場：富士大学（岩手県花巻市下根子450-3）
内　容：市民講演会「統計データが示す地域経済活性
化の方策」，チュートリアルセッション「データマ
ネージメントのプロセスとシステム―臨床試験を
例として―」，コンペティション・セッション，企
画セッション，一般講演セッション他

照会先：連合大会実行委員会
URL: http://www.ajss.gr.jp/2004/index.html

☆ 日本オペレーションズ・リサーチ学会

2004年秋期研究発表会
会　期：2004年 9月 8日（水）・9日（木）
会　場：東北大学川内キャンパス（仙台市青葉区川内）
特別テーマ：ものづくりとOR
実行委員長：石川明彦（岩手大学）
照会先：2004年日本OR学会秋季研究発表会実行委員
鈴木賢一（東北大学大学院経済学研究科）
塩浦昭義（東北大学大学院情報科学研究科）
E-mail: or2004f@dais.is.tohoku.ac.jp
URL: http://www.orsj.or.jp/activity/anmeet.htm

☆ 第6回日本感性工学会年次大会・講演会

［日本行動計量学会協賛行事］
会　期：2004年 9月 9日（木）～11日（土）
会　場：工学院大学新宿キャンパス
（東京都新宿区西新宿1-24-2）

テーマ：「感性」から「感性システム」へ
照会先：日本感性工学会事務局
〒104-0045 東京都中央区築地4-12-2
ライオンズマンション東銀座1005
E-mail: jske@jske.org
URL: http://www.jske.org/

☆ 計量国語学会第48回大会
会　期：2004年 9月 11日（土）午後
会　場：東京工業大学大岡山キャンパス
照会先：計量国語学会Web Page
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/math-ling/

☆ 日本心理学会第68回大会
会　期：2004年 9月 12日（日）～14日（火）
会　場：関西大学千里山キャンパス
照会先：日本心理学会第68回大会準備委員会事務局
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35
関西大学社会学部研究棟（7階）
E-mail: jpa68@soc-3.soc.kansai-u.ac.jp
Tel & Fax: 06-6387-4007
URL: http://psychology.soc.kansai-u.ac.jp/

☆ 日本応用数理学会2004年度年会
会　期：2004年 9月 16日（木）～18日（土）
会　場：中央大学後楽園キャンパス
（東京都文京区春日）

照会先：日本応用数理学会2004年度年会事務局
〒112-8551 東京文京区春日1-13-27
中央大学理工学部数学科
E-mail: jsiam2004@ise.chuo-u.ac.jp
URL: http://jsiam2004.ise.chuo-u.ac.jp/jsiam2004/

☆ 日本認知言語学会第5回（2004年度）全国大会
会　期：2004年 9月 18日（土）・19日（日）
会　場：関西大学千里山キャンパス
照会先：日本認知言語学会事務局
E-mail: jcla@nifty.com
URL: http://homepage2.nifty.com/jcla/

☆ 第38回数理社会学会大会
会　期：2004年 9月 19日（日）・20日（月・祝）
会　場：山形大学小白川キャンパス
照会先：大会委員長 山形大学教育学部 金井雅之
〒990-8560 山形市小白川町1-4-12
E-mail: kanaim@vc.e.yamagata-u.ac.jp
Tel & Fax: 023-628-4394
URL: http://civitas.e.yamagata-u.ac.jp/jams38/

☆ 日本パーソナリティ心理学会第13回大会
会　期：2004年 9月 21日（火）・22日（水）
会　場：早稲田大学所沢キャンパス
照会先：日本パーソナリティ心理学会第13回大会準備
委員会事務局（大久保智生）
〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島2-579-15
早稲田大学人間科学部内
Tel: 04-2949-8113 内線3557, Fax: 04-2947-6741
E-mail: tomoo@moegi.waseda.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jspp/cong00.html

☆ 日本教育工学会第20回全国大会
会　期：2004年 9月 23日（木）～25日（土）
会　場：東京工業大学大岡山キャンパス
（東京都目黒区大岡山2-12-1）

内容（抜粋）：(1)シンポジウム (2)20周年記念企画（遠
山敦子・前文部科学大臣による基調講演「これか
らの学校と大学」他） (3)課題研究 (4)一般研究

照会先：日本教育工学会大会企画委員会
E-mail: jset2004@mr.hum.titech.ac.jp
URL: http://www.mr.hum.titech.ac.jp/jset2004/
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☆ 日本社会情報学会第9回研究大会
会　期：2004年 10月 2日（土）・3日（日）
会　場：茨城大学教育学部（水戸キャンパス）
照会先：日本社会情報学会大会企画実行委員会
〒310-8512 茨城県水戸市文京2-1-1
茨城大学教育学部岩佐淳一研究室内
E-mail: iwasa@mx.ibaraki.ac.jp
Tel: 029-228-8320（直）
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsis/

☆ 日本看護技術学会第3回学術集会
会　期：2004年 10月 9日（土）・10日（日）
会　長：菱沼典子（聖路加看護大学）
会　場：東京コンファレンスセンター品川
メインテーマ：実践に使える看護技術研究―何をいか
に測るか―

照会先：日本看護技術学会第3回学術集会事務局
Tel: 03-5805-5262, Fax: 03-3815-2028
E-mail: jsnas3@coac.co.jp
URL: http://www.jsnas3.org/

☆ 日本教育心理学会第46回総会
会　期：2004年 10月 9日（土）～11日（月・祝）
会　場：富山大学
研究委員会企画チュートリアル（10/11）：「項目応答理
論の基礎と応用―学力テストの分析を通して―」

照会先：URL: http://www3.toyama-u.ac.jp/kyosin46/

☆ 第63回日本公衆衛生学会総会
会　期：2004年 10月 27日（水）～29日（金）
会　場：くにびきメッセ（島根県松江市学園南1-2-1）
学会長：多田學（中国労働衛生協会副理事長）
照会先：第63回日本公衆衛生学会総会事務局
統括事務局
〒690-8501 島根県松江市殿町128
島根県健康福祉部健康福祉総務課内

運営事務局
〒690-0011 島根県松江市東津田町1288
株式会社プランドゥ
Tel: 0852-27-0009, Fax: 0852-27-0248
E-mail: 63jsph@pd-see.com
URL: http://www.pd-see.com/63jsph/

☆ 第69回日本民族衛生学会総会
会　期：2004年 11月 11日（木）・12日（金）
会　場：東京大学大学院医学系研究科教育研究棟
学会長：大塚柳太郎（東京大学大学院医学系研究科）
照会先：東京大学大学院医学系研究科人類生態学教室
（担当：山内太郎）
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
Tel: 03-5841-3531, Fax: 03-5841-3395
E-mail: taro@humeco.m.u-tokyo.ac.jp

☆ 第77回日本社会学会大会
会　期：2004年 11月 20日（土）・21日（日）
会　場：熊本大学

照会先：日本社会学会事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
東京大学文学部社会学研究室内
Tel: 03-5841-8933, Fax: 03-5841-8932
E-mail: jss@wwwsoc.nii.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/

☆ 第24回医療情報学連合大会

（第5回日本医療情報学会学術大会）

［日本行動計量学会協賛行事］
会　期：2004年 11月 26日（金）～28日（日）
会　場：名古屋国際会議場
大会長：山内一信（名古屋大学大学院医学系研究科医
療管理情報学教室）

照会先（主催機関）：名古屋大学大学院医学系研究科
医療管理情報学教室
〒466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町65
Tel: 052-744-2667, Fax: 052-744-1356
E-mail: jcmi2004@med.nagoya-u.ac.jp
URL: http://www.cs-oto.com/jcmi2004/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ ISMオープンフォーラム
趣　旨：専門的業務に従事されている社会人及び研究
者の方向けに、統計数理研究所の研究教育職員を
主たる講師として、分野を選んで先端的統計科学
の応用成果を具体的に解説します。

日　時：原則毎月最終金曜日18時～19時
会　場：統計数理研究所講堂
（事前予約不要・入場無料）

プログラム：（第1シリーズには終了分を含みます。）
◎第1シリーズ ～統計科学と情報通信～
7/30（金）瀧澤由美：「帯域制限無線チャンネル
における高速データ通信の研究―情報通信
の極限を求めて―」

8/27（金）池田思朗：「確率伝搬法―符号理論，
統計物理，人工知能の接点―」

9/22（水）松井知子：「統計科学的手法による話
者認識」

◎第2シリーズ ～統計科学とゲノム情報～
10/29（金）江口真透：「ゲノム多様性解析のた
めの新しい統計的方法」

11/19（金）樋口知之：「DNAアレイデータから
の遺伝子ネットワーク推定」

12/22（水）足立淳：「ゲノムと進化」
◎第3シリーズ（2005年1/28（金），2/25（金），3/
25（金））～統計科学とリスク解析～

◎第4シリーズ(2005年4，5，6月）～統計科学と
データマイニング～

照会先：統計数理研究所（企画担当：樋口知之）
Tel: 03-3446-1501
URL: http://www.ism.ac.jp/
E-mail: higuchi@ism.ac.jp
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☆ 日本オペレーションズ・リサーチ学会

第52回シンポジウム
日　時：9月7日（火）13：00～ 17：50
会　場：東北大学川内キャンパス講義棟
テーマ：「福祉とその周辺」
照会先：実行委員長 中山明（福島大学行政社会学部）
E-mail: nakayama@ads.fukushima-u.ac.jp
OR学会事務局
Fax: 03-3815-3352
E-mail: kenkyu@orsj.or.jp
URL: http://www.orsj.or.jp/activity/symposium.htm

☆ ISMシンポジウム「環境科学と統計科学の新たな

融合―環境データの質の向上に貢献する統計科

学―」

［日本行動計量学会協賛行事］
会　期：2004年 9月 15日（水）
会　場：統計数理研究所講堂
（東京都港区南麻布4-6-7・参加無料）

主　催：統計数理研究所
趣　旨：「環境科学と統計科学の新たな融合」という基
本方針に基づいて、平成14年度は「環境科学は統
計科学に何を期待するか，統計科学は環境科学に
何ができるか」、平成15年度は「環境マネージメン
トにおける統計科学の役割および貢献」の如く年
度方針を定めシンポジウムを開催してきた。今回、
平成16年度は「環境データの質の向上に貢献する
統計科学」として年度展開を図る。平成14年度に
おいては両分野の新たな融合についての概念構成
を試み、平成15年度において特に両分野の環境行
政との関わりを接点とした新たな融合を試みた。
これら一連の流れの中にあって本年度は主に環境
に関わる企業活動の中に両分野の接点を見いだし
両分野の新たな融合を試みようとするものである。

照会先：統計数理研究所 金藤浩司
URL: http://www.ism.ac.jp/
E-mail: kanefuji@ism.ac.jp

☆ 日本計算機統計学会第18回シンポジウム
会　期：2004年 10月 7日（木）・8日（金）
会　場：ワークピア横浜（横浜市中区山下町24-1）
プログラム：特別セッション・一般講演他
◎特別セッション
「事例にみるデータマイニングの展望」
★講演
「データマイニングの過去・現在・未来」
成蹊大学工学部教授 岩崎学

★事例セッション
コーディネーター：
成蹊大学工学部教授 岩崎学

事例講演：
明治学院大学経済学部教授 清水聰
東陶機器（株） 小代禎彦
（株）アサツーディ・ケイ 田口仁

照会先：第18回シンポジウム実行委員会
〒150-0012 東京都渋谷区広尾1-1-39
恵比寿プライムスクェアタワー10階
エス・ピー・エス・エス（株）内
Tel: 03-5466-5914, Fax: 03-5466-5621
E-Mail: jscs18@spss.com
URL: http://www.spss.co.jp/jscs18.html

☆ 統計数理研究所公開講演会「遺伝子からみた生命

の歴史と人類の未来―進化から医療へ」
日　時：2004年 11月 2日（火）13:30～ 16:30
会　場：統計数理研究所講堂
講演タイトル：
●長谷川政美（統計数理研究所）「遺伝子情報から
明らかになった生物進化の歴史」

●中村祐輔（東京大学医科学研究所・ヒトゲノム
解析センター長）「遺伝子情報に基づく医療の
オーダーメイド化」

定　員：120名（応募者多数の場合は、抽選）
申し込み方法：E-mailまたは、官製往復葉書で申し込
み。氏名・職業・連絡先住所（E-mail申し込みの場
合E-mail のアドレス）を明記のこと。

申し込み締切日：2004年 10月 5日（火）必着
照会先：〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構
統計数理研究所教育・情報室
Tel: 03-5421-8720, 03-3446-1501（代）
Fax: 03-5421-8720
E-mail: kouenkai@ism.ac.jp
URL: http://www.ism.ac.jp/lectures/kouenkai.html

☆ 第7回情報論的学習理論ワークショップ

（IBIS2004）
会　期：2004年 11月 8日（月）～10日（水）
会　場：早稲田大学理工学部大講堂55号館
主　催：電子情報通信学会情報論的学習理論時限研究
専門委員会

開催趣旨：現在、広い意味での機械学習に関する理論
体系が情報理論、統計学、統計物理学、計算機科
学等の分野においてそれぞれの背景を反映させた
形で形成され、またその応用が様々な形で実現さ
れています。本ワークショップは電子情報通信学
会情報論的学習理論時限研究専門委員会が主催す
るもので、各方面で独自の発展を遂げている学習
研究を総合的な視点から捉える場を設け、情報理
論、統計学、統計物理学、計算統計学、機械学習、
ニューロ、応用（画像、言語、バイオインフォマ
ティクス、データマイニング、ロボティクス、etc）
などとの緊密な交流を図り、学習研究の新しい方
向性を模索するものです。

内容抜粋：基調講演にサポートベクターマシンの発明
でも著名なVladmir Vapnik 氏（Princeton 大 ,
NECLA）。また、特別セッションとしては以下を予
定。
特別セッション1：
進化型ネットワークと情報流の発見

特別セッション2：
システムプラットフォーム・インテリジェンス
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照会先：IBIS2004実行委員会
E-mail: support@ibis2004.org
URL: http://www.ibis2004.org/

☆ 第47回自動制御連合講演会

［日本行動計量学会協賛行事］
会　期：2004年 11月 26日（金）・27日（土）
会　場：ホテルサンガーデン千葉
〒260-8626 千葉市中央区中央1-11-1

照会先：第47回自動制御連合講演会実行委員会
E-mail: rengo2004@ml.chiba-u.ac.jp
URL: http://mec2.tm.chiba-u.jp/rengo2004/

＜日本で開催される国際会議＞
☆ SCIS & ISIS2004： Joint 2nd International Con-

ference on Soft Computing and Intelligent Sys-

tems and 5th International Symposium on Ad-

vanced Intelligent Systems

［日本行動計量学会協賛行事］
会　期：2004年 9月 21日（火）～24日（金）
会　場：慶應義塾大学理工キャンパス
トピックス（抜粋）：Artificial Intelligence, Bayesian
Networks,  Fuzzy Logic, Fuzzy Reasoning, Machine
Learning, Neural Networks, Neuro-Fuzzy, Probabilistic
Reasoning

照会先：URL: http://scis2004.t-kougei.ac.jp/
日本知能情報ファジィ学会
URL: http://www.j-soft.org/

☆ 国際シンポジウム International Conference on

"Recent Development of Statistical Modeling in

Marketing - Latent Variable and Latent Structure

Approach -"
会　期：2004年 12月 1日（水）・2日（木）
会　場：統計数理研究所
Aim and Scope：As a series of international conference fi-
nancially supported by the Japanese ministry of educa-
tion scientific research grant on the topic "Statistical
analysis on the structure by using latent variables (No.
(A) 15200022 (Principal: H. Wago))", we now shed light
on the area of "Marketing". The possible topics include
factor analysis, mixture models, structural equation mod-
els, missing data models, and etc. All of these have been
commonly used in marketing problems.

Organizers：Nobuhiko Terui (Tohoku University), Hajime
Wago (Nagoya University), Tomoyuki Higuchi (The
Institute of Statistical Mathematics), Makoto Abe
(University of Tokyo)

Guest Speakers：In alphabetical order, Greg, M. Allenby
(The Ohio State University), Terry Elrod (University of
Alberta), Wagner. A. Kamakura (Duke University), Pe-
ter, E. Rossi (University of Chicago), Michel Wedel
(University of Michigan)

照会先：東北大学大学院経済学研究科 照井伸彦
〒980-8576 仙台市青葉区川内
E-mail: terui@econ.tohoku.ac.jp
Tel & Fax: 022-217-6311
URL: http://www.econ.tohoku.ac.jp/̃terui/
marketing-conf.htm

（国内講演者の募集：マーケティング・サイエンス、
マーケティング・リサーチ全般の研究報告を募集。10
月末日まで上記照会先へ申し込み。）

＜科研費等による統計数学関係シンポジウム＞
基盤研究A（1）「量子推測理論の数理統計学的基礎と
その応用」（研究代表者：赤平昌文，課題番号14204006）
によるシンポジウム計画一覧（平成16年度分）より抜
粋；詳細は下記の日本数学会・統計数学分科会のペー
ジを参照のこと。
URL: http://www.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/msj_sps/

1. Factor Analysis Centennial Symposium
（行動計量シンポジウムとして既報文書参照）
研究分担者：
狩野裕，黒木学，杉本知之（阪大・基礎工）

会　期：2004年 10月 2日（土）～10月 4日（月）
照会先：大阪大学大学院基礎工学研究科数理科学領域
狩野裕
〒560-8531 豊中市待兼山町1-3
Tel & Fax: 06-6850-6845
E-mail: kano@sigmath.es.osaka-u.ac.jp
URL: http://koko15.hus.osaka-u.ac.jp/̃kano/research/
seminar/04_09FA100/index.html

　

2. 統計的推定方式に関する理論とその応用
研究分担者：宇野力（秋田大学教育文化学部）
磯貝英一（新潟大学理学部）

会　期：2004年 11月 10日（水）～11月 12日（金）
会　場：秋田大学地域共同研究センター2階会議室
http://www.akita-u.ac.jp/crc/

内容・目的：統計的推定方式や検定方式などの開発と
その構造および最適性などを含む理論とその応用
について研究発表並びに討論を行う。

照会先：秋田大学教育文化学部 宇野力
〒010-8502 秋田市手形学園町1-1
Tel: 018-889-2696, Fax: 018-889-2599
E-mail: uno@math.akita-u.ac.jp

3. 実験計画とその周辺における数理構造の解明とそ

の応用（II）
研究分担者：景山三平（広島大），三嶋美和子（岐阜大）
会　期： 2004年11月17日（水）～11月19日（金）
会　場：ウェルサンピア伊勢
三重県伊勢市佐八町字池の上1165-1

内容・目的：2002年、2003年に実施された同様の研究
会の続きとして、さらに発展進化した成果の導出
を目指し、実験計画法やその周辺に関する最新の
話題やその推測理論に関する研究発表及び情報交
換を行い、今後の研究の方向性についても更に展
望する。
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照会先：岐阜大学総合情報メディアセンター
三嶋美和子
〒501-1193 岐阜市柳戸1-1
E-mail: miwako@info.gifu-u.ac.jp
Tel & Fax: 058-293-2761

4. 統計科学の理論と応用の新展開
研究分担者：前園宜彦（九州大・経）
内田雅之（九州大・数理）

日　時：2004年 11月 30日（火）～12月 2日（木）
場　所：九州大学創立五十周年記念講堂・大会議室
内容・目的：統計科学の関連する研究として近年注目
を浴びている、数理ファイナンス・リスクマネジ
メント、非線形モデリングと統計解析、統計的推
測の漸近理論、ノンパラメトリック回帰などの分
野での新しい展開と応用例についての発表と討論
を行う。

照会先：九州大学大学院経済学研究院 前園宜彦
〒810-8560 福岡市中央区六本松4-2-1
Tel: 092-726-4778, Fax: 092-726-4846
E-mail: maesono@en.kyushu-u.ac.jp

＜チュートリアル類＞
☆ 統計数理研究所公開講座
1. 統計数理概論「統計学概論」（15時間）
2004年 10月 19日（火）～10月 21日（木）
10時～16時 受講料10,000円
申込締切日 9月 10日（金）（当日消印有効）

2. 統計数理要論「機械学習の最近の話題」（15時間）
2004年 11月 24日（水）～11月 26日（金）
10時～16時 受講料10,000円
申込締切日 10月 15日（金）（当日消印有効）

3. 統計数理特論「音声情報処理―新しい統計手法の展
開の場として―」（10時間）
2004年 12月 16日（木）・12月 17日（金）
10時～16時 受講料5,000円
申込締切日 11月 5日（金）（当日消印有効）

会場はいずれも、統計数理研究所講堂。
詳細は、以下のWebサイトを参照。
http://www.ism.ac.jp/lectures/kouza.html

照会先：〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所公開講座係
Tel: 03-5421-8720, 03-3446-1501（代）
Fax: 03-5421-8720
E-mail: edu-info@ssiws.ism.ac.jp

公募・求人情報

時期的に多数の公募がでております。本コー
ナーでは計量的手法や社会調査、統計学と関係が深
いと思われる公募を中心に紹介します。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベースシステム（JRECIN）」で参照すること
ができます。URLは下記の通りです。ご活用をお勧
めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
以下には上記JRECINに含まれていない公募情報

も掲載されている場合があります。原則として、本
学会に直接広報依頼のあった公募については詳細に
情報を記載します。

☆ 新潟国際情報大学 情報文化学部
1. 専門分野：応用統計学または応用数学
2. 担当科目：(1)多変量解析，数値実験法，システム数
学（基礎数学），オペレーションズリサーチなどに
関する講義 (2)コンピュータリテラシー演習および
プログラミング演習など

3. 募集人員：1名（教授または助教授または講師）
4. 所属：情報文化学部情報システム学科
5. 応募資格：上記の専門分野に関し、研究、教育実績
がある方、または企業等における調査・研究、分
析、適応に優れた実務経験のある方、着任時63歳
以下で、採用後は本学の周辺に居住できる方

6. 着任時期：平成17年 4月 1日
7. 応募期限：平成16年 9月 10日（金）必着
8. 照会先：新潟国際情報大学総務課
〒950-2292 新潟市みずき野3丁目1番1号
Tel: 025-239-3111（代表）, Fax: 025-239-3690
E-mail: somu@nuis.ac.jp
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.nuis.ac.jp/somu/kyoinkobo/
system2.html

☆ 成蹊大学 文学部
1. 専門分野：都市または社会意識にかんする社会学的
研究

2. 担当科目：社会調査に関連する科目など
3. 採用人員：講師，助教授または教授1名
4. 所属：文学部
5. 応募資格：修士課程（博士前期課程）修了後、3年
以上の研究歴をもつもの、または、これと同等以
上の研究業績を有するもの。着任時、満50歳未満
であることが望ましい。

6. 着任時期：平成17年 4月 1日
7. 応募期限：平成16年9月 10日（金）厳守、当日消
印有効
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4. 担当授業科目：○学部担当科目：集団過程論，社会
調査および実習，社会心理学演習 ○大学院担当科
目：社会心理学演習（又は社会心理学特論），社会
心理学研究指導 ※これ以外に、研究業績内容に相
応しい学科専門科目（第2部社会学科（夜間部）の
科目も含む）を担当の可能性あり。

5. 応募資格：(1)博士号取得者、またはこれに準ずる研
究業績を有し、担当科目に関する教育・研究上の
能力を有すること。(2)上記3の専攻分野について、
著書1点・論文7点以上（そのうち過去5年間に公
刊された著書または論文が3点以上）有すること。
年齢：着任時満40歳以上、55歳位までの方（平成
17年 4月 1日現在）

6. 採用年月日：平成17年 4月 1日
7. 応募期限：平成16年 9月 15日（必着）
8. 照会先：Fax並びにE-mailによること。
東洋大学社会学部社会心理学科主任
杉山憲司（教授）
Fax: 03-3945-7626（社会学部研究室事務室）
E-mail: sugiyama@toyonet.toyo.ac.jp
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.toyo.ac.jp/saiyou/index.html

☆ 慶應義塾大学 経済学部
1. 担当科目：計量経済学（統計学も担当可能な者）
2. 採用予定人員：教授または助教授1名
3. 応募資格：(1)博士（Ph.D.を含む）の学位を有する
者、あるいはそれに相当する研究業績を有する者
(2)採用時点で30歳以上45歳未満の者

4. 着任時期：平成17年 4月 1日
5. 応募締切り：平成16年 9月 16日
6. 照会先：慶應義塾大学経済学部長秘書係
〒108-8345 東京都港区三田2-15-45
Tel: 03-3453-4511, Fax: 03-5427-1578

☆ 甲南大学 文学部
1. 専門分野：社会学及びその関連分野。とりわけ「ネッ
トワーク」の視点を重視した実証的な研究

2. 公募人員：教授，助教授，または講師1名
3. 担当予定科目：社会学・人類学実習，社会調査法（と
りわけ定量的な社会調査），比較社会学，集団論・
組織論など

4. 応募資格：(1)大学院博士後期課程修了以上の学歴
（2005年3月修了見込み者可）またはこれと同等以
上の研究実績を有する者（博士の学位を有するこ
とが望ましい） (2)着任時に50歳未満の者 (3)大学ま
たは短期大学における3年以上の教育歴を有する
者が望ましい

5. 応募期限：2004年 9月 16日
6. 照会先：甲南大学文学部事務室 波田野修二郎
E-mail: hatano@adm.konan-u.ac.jp
Tel: 078-435-2673, Fax: 078-435-2670
URL: http://www.konan-u.ac.jp

☆ 公立はこだて未来大学 システム情報科学部
1. 所属：システム情報科学部複雑系科学科
2. 公募対象：教授，助教授または講師数名

8. 照会先：成蹊大学文学部現代社会学科主任 門口充徳
〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
E-mail: we@fh.seikei.ac.jp
Tel: 0422-37-3640, Fax: 0422-37-3875
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.seikei.ac.jp/university/literary_faculty/
bosyu040705.html

☆ 相愛大学 人文学部
1. 部署：人文学部現代社会学科
2. 募集人員：社会学教員，助教授または講師1名
3. 担当科目：社会調査法，フィールドワークI，フィー
ルドワークII，データ解析法，現代社会演習，質問
紙調査法実習，その他社会調査士関連科目等

4. 応募資格：(1)大学院修士課程修了者または同等の研
究歴を有する者。(2)大学等での教育歴のあることが
望ましい。(3)採用後は大阪市またはその周辺に居住
し、通勤可能な者。着任時、40歳以下であること
が望ましい。

5. 着任時期：平成17年 4月 1日
6. 応募期限：平成16年 9月 13日必着
7. 照会先：人文学部現代社会学科主任
デビッド ウィリス
〒559-0033 大阪府大阪市住之江区南港中4-4-1
Tel: 06-6612-5900, Fax: 06-6612-2993

☆ 神戸大学 大学院国際協力研究科
1. 担当授業科目：開発社会調査論，海外実習，Social
Survey Method in Developing Countries（英語コース）

2. 採用予定人員：助教授1名
3. 部署：国際協力研究科地域協力政策専攻
4. 研究分野：開発途上国の社会問題に関する調査・統
計解析等

5. 応募資格：(1)大学院レベルの開発社会調査論を日本
語で、Social Survey Method in Developing Countries
を英語で講義できること。(2)上記の研究分野に関連
する博士号を有することが望ましい。(3)開発途上国
の社会問題に関する研究実績を有すること。特に
社会制度に関わる研究実績のあることが望ましい。
(4)開発途上国でのフィールドワークの経験を豊富
に有し、フィールドワーク手法について大学院生
に指導できること。(5)社会データについての統計解
析の指導ができること。(6)応募年齢は平成17年 4
月 1日時点で40歳未満とする。

6. 着任時期：平成17年 4月 1日
7. 応募期限：平成16年 9月 15日
8. 照会先：国際協力研究科事務室長 中井啓介
〒657-8501 兵庫県神戸市灘区六甲台町2丁目1
E-mail: kokusomu@ofc.kobe-u.ac.jp
Tel: 078-803-7265, Fax: 078-803-8295
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.kobe-u.ac.jp/̃gsics/Jpn/koubo/
20040608.htm

☆ 東洋大学 社会学部
1. 採用人員：教授または助教授1名
2. 所属学科：社会学部社会心理学科
3. 専攻分野：社会心理学（集団過程論に関わる社会心
理学）
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6. 照会先：産業社会学部事務室
Tel: 075-465-8184（担当：加藤，徳永）
〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1
立命館大学産業社会学部
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/ss/6-kyouin/
kyouin.html

☆ 防衛大学校 総合教育学群
1. 部署名：総合教育学群数学教育室
2. 採用予定人員：助教授または講師1名
3. 対象研究分野：広い意味での統計学（確率論及び応
用確率論を含む）研究者

4. 担当科目等：理工系学生1、2学年を対象に線形代数、
微積分、統計等の授業を、また理工学研究科前期
課程学生を対象に統計学の講義及び卒業研究の指
導を行う。

5. 着任時期：平成17年 4月 1日
6. 応募締切り：平成16年 9月 30日
7. 照会先：防衛大学校総合教育学群数学教育室
教育室長 山本博夫
〒239-8686 神奈川県横須賀市走水1-10-20
Tel: 046-841-3810（内線2221）, Fax: 046-844-5902
E-mail: yamamoto@nda.ac.jp

☆ 岩手県立大学 総合政策学部
1. 募集人員：教授，助教授または講師1名
2. 主要担当予定科目：○学部：統計学I，統計学II，多
変量解析その他，教養科目，実習科目，演習科目
の分担あり ○大学院：統計分析関係（ただし講師
の場合は担当しない）

3. 専門分野：統計学
4. 応募資格：(1)大学院博士後期課程修了者または単位
取得退学者（2005年 3月修了または単位取得退学
見込み者を含む）、もしくはそれと同等以上の学力
を有すると認められる者。(2)広く社会・経済に関す
る実証的研究の経験があることが望ましい。(3)採用
後、盛岡市またはその近郊に居住できること。(4)地
方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しな
い者。

5. 応募方法：自薦または他薦（他薦の場合は本人が了
解していること）

6. 応募期限：2004年 9月 30日必着
7. 採用期日：2005年 4月 1日
8. 照会先：岩手県立大学総合政策学部「統計学」教員
選考委員会委員長 三浦黎明
Fax: 019-694-2778, E-mail: miura@iwate-pu.ac.jp
公募についての詳細は下記を参照
URL: h t tp : / /www-poly . iwate-pu.ac . jp /s taf f /
index_staff.html

3. 専門分野：次のいずれかの分野 (1)応用数理科学分
野：非線形科学，カオス・フラクタル，非線形数
学，非線形システム (2)情報科学分野：コンピュー
タサイエンス，ソフトウェア科学，人工知能，認
知科学

4. 担当科目：次のいずれかの科目
A. 非線形力学，ベクトル解析，数値解析
B. 線形数学，解析学，微分方程式，確率・統計学，
複素関数論

C. 離散数学，形式言語とオートマトン，プログラ
ミング言語，アルゴリズムとデータ構造，オペ
レーティングシステム，計算機アーキテクチャ

D. 離散数学，人工知能理論，数理論理学，情報代
数･符号理論，確率･情報理論，数理計画法

※上記ABCDは、複雑系科学科1、2年次の専門基
礎科目群。応用数理科学分野は、主にAまたは
Bから複数科目、情報科学分野は、主にCまた
はDから複数科目、を担当する。

5. 採用時期：原則として、2005年 4月 1日
6. 応募期限：2004年 9月 22日
7. 照会先：公立はこだて未来大学複雑系科学科
学科長 小西修
Tel: 0138-34-6534（直通）
E-mail: okonishi@fun.ac.jp
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.fun.ac.jp/information/
recruit_faculty04/index.html

☆ 淑徳大学 社会学部（再公募）
1. 募集専攻分野：都市社会学
2. 担当予定科目：社会福祉・地域福祉研究への関心に
もとづき、かつ都市・地域に焦点を置いた「社会
的ネットワーク論」等の講義・演習、社会調査関
連科目他

3. 採用人員：教授，助教授または講師1名
4. 所属：社会学部
5. 応募資格：(1)大学院博士後期課程修了以上の学歴
（2005年3月修了見込み者可）またはこれと同等以
上の学力（業績）を有する者（博士の学位を有す
ることが望ましい） (2)年齢：30歳前後から60歳代
まで（2005年 4月 1日現在）

6. 着任時期：平成17年 4月 1日
7. 応募期限：平成16年 9月 24日
8. 照会先：淑徳大学総務部人事担当係（田島・菅谷）
〒260-8701 千葉県千葉市中央区大巌寺町200番地
Tel: 043-265-7331

☆ 立命館大学 産業社会学部
1. 担当科目：家族社会学
2. 職名・人員：助教授または教授1名
3. 任用予定日：2005年 4月 1日
4. 応募資格：(1)家族社会学についての理論的・実証的
な研究業績を有すること。(2)社会調査実習科目の担
当ができること。(3)博士の学位を取得しているこ
と、ないしはこれと同等の学識を有すること。(4)本
学での教育・研究に熱意を持っていること。(5)就任
時に満45才以下であること。

5. 応募期限：2004年 9月 30日必着
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2003年度第3回理事会議事録
（昨年度の記録です。ご注意ください。）

日時：2003年 7月 23日（水）18：00-21：00
場所：統計数理研究所 新館2F特別会議室
出席：杉山明子（理事長），池田央，岩崎学，岩坪秀
一，大隅昇，岡太彬訓，上笹恒，繁桝算男，林文，
馬場康維，丸山久美子，水田正弘，村上隆，村上
征勝，柳井晴夫，山岡和枝，吉野諒三，渡辺美智
子（以上18名）

☆ 札幌学院大学 社会情報学部
1. 募集分野：社会調査士資格の取得のために必要な
データ解析・データ解析演習科目（社会調査士資
格取得のための標準カリキュラムC、D、Eに相当
する科目、http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcbsr/ を参照）を
担当できることが必須。また、「社会情報」学部で
あることから、社会情報学の構築と発展に実績ま
たは関心があること。さらに、学部カリキュラム
が、教科「情報」教員免許が取得できる構成になっ
ていること、本学部として社会の情報学的分析と
ともに社会への情報発信に関心をもっていること
にも留意すること。

2. 採用人員：教授，助教授，または講師の何れか1名
3. 当面予定している担当科目： データ解析基礎I，デー
タ解析基礎II，データ解析I，データ解析II，専門
ゼミナール I～ III，基礎ゼミナール I

4. 応募資格：大学院博士課程修了（修了見込みも含
む）、または同等以上の実績があること

5. 採用時期：平成17年 4月 1日
6. 応募期限：平成16 年 9月 30日必着
7. 照会先：札幌学院大学教務部教務課
〒069-8555 北海道江別市文京台11番地
E-mail: kubo@ims.sgu.ac.jp
Tel: 011-386-8111, Fax: 011-386-8113
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.sgu.ac.jp/employ.html

☆ 早稲田大学 国際教養学部
1. 職名・人員：助手4名（下記募集分野に各1名）
2. 募集分野：情報処理1名，数理統計1名，応用言語
学（TESOL）1名，国際教育（異文化間交流・留学
政策など）1名

3. 任期：3年間
4. 採用時期：2005年 4月 1日
5. 応募受付期間：2004年10月1日～10月29日（必着）
6. 照会先：
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田1-7-14-4F
三木基司
E-mail: sils-josyu-AP@list.waseda.jp
公募についての詳細は下記を参照
URL: http://www.waseda.jp/sils/ap/assistant-j.htm

1. 第 31回大会について　
村上隆大会委員長より、準備状況の説明があっ

た。9つの特別セッションと一般セッションを合わ
せて、147件程度の報告件数になる、連合大会との
報告者の重複は少ない、特別講演に関し、検討中で
ある、8月7日前後に、プログラムをHPにアップ予
定、プログラム発送は8月20日以後になることなど
が報告された。
山岡運営委員長より、3日午前に、「Web調査の

現状と課題」で、チュートリアルセミナーを開催す
ることが報告された。
渡辺理事より、大会期間中の保育室設置の準備

状況が報告された。

2. 第 32回大会について
岡太理事より、第32回大会は、青山学院大学の

新校舎で計画されていることが報告された。

3. 平成14年度決算報告（案）について
村上征勝前事務局担当理事より、説明があった。

和文誌の発行が遅れていることによる予算未消化分
は、学会誌未払い繰越分として処理する、理事選挙
のため会合費が1回分多くなっている、積立金内訳
は総会で配付することなどが報告された。

4. 平成15年度予算（案）について
馬場事務局担当理事より、説明があった。各種委

員会活動費、人件費を昨年度より少し多く見積もっ
ていることなどが報告され、語句と数字の微修正の
後、一旦、了承とし、後日、正式な案を作成するこ
とになった。

5. 学会賞について
池田学会賞担当理事より、今年度の功績賞に木

下氏、優秀賞に山岡氏と鈴木氏、奨励賞に浜崎氏と
芳賀氏がそれぞれ決定したことが報告された。ま
た、現行の申し合わせにおける年齢基準が、社会人
入学生や女性研究者などにとって実態にそぐわず選
考に支障が出ているため、検討が必要であることが
報告され、協議の結果、学会賞委員で再度検討し、次
回の名簿作成時までに決定することになった。

6. 名誉会員について
岩崎理事より推薦者がないことが報告され、学

会賞委員との連携によって、功績賞にノミネートさ
れた人などを対象に探してはという意見が出され
た。

7. 各種委員会報告
・欧文誌担当の前川理事は欠席のため報告なし、和
文誌担当の吉野理事より、2編の掲載と1編のリ
ジェクトが決定したことが報告された。
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2003年度第4回理事会議事録
（昨年度の記録です。ご注意ください。）

日時：2003年 9月 3日（水）18:00-20:00
場所：名城大学天白キャンパス
共通講義棟416演習室

出席者：杉山明子（理事長），飽戸弘，朝野熙彦，足
立浩平，江島伸興，大隅昇，岡太彬訓，狩野裕，
上笹恒，菊地賢一，齋藤堯幸，繁桝算男，竹村和
久，豊田秀樹，林文，馬場康維，村上隆，村上征
勝，柳井晴夫，山岡和枝，吉野諒三，渡辺美智子
（以上22名）

1. 第 31回大会について
実行委員長より、大会初日の状況について報告

があった。連合大会との同時開催により、発表件数
の減少が懸念されたが、結果的に前回大会より10件
多い発表件数となった。

2. 第 32回大会について
青山学院大学相模原キャンパスにおいて、2004

年 9月 16日～18日の予定で、二宮大会実行委員長
の下、開催されることとなった。

3. 平成14年度決算（案）について
平成14年度決算（案）について、事務局より報

告があり、承認された。なお、監事よりいくつかの
点について指摘があり、今年度以降は、その方針で
行っていくことが確認された。

4. 平成15年度予算（案）について
平成15年度予算（案）について、事務局より報

告があり、承認された。

5. 各種委員会報告
・欧文誌編集委員会
次号から、J-STAGEを導入し、電子ジャーナル

化していく予定であるとの報告があった。公開の方
針については、引き続き検討していくこととなっ
た。
・和文誌編集委員会
第30巻第1号を発刊したとの報告があった。

・運営委員会
チュートリアルセミナーの報告、シンポジウム

の予定などの説明があった。
・広報委員会
会員向けメーリングリストの運用方法について

提案があり、承認された。
・組織検討委員会
今期の方針として、現状の委員会、委員会委員

長、担当理事などについて、機能的に活動ができる
ように見直しを行うとの報告があった。
・社会調査士認定機構
進捗状況の説明があり、構成団体に関する申し

合わせが承認された。ただし、出資金に関して覚書
を取り交わすこととした。また、機構の理事は、岡
太、狩野、杉山、吉野の4名とし、機構の評議員は
担当の4名で選出することした。

6. 平成15年度総会について
式次第について、事務局より説明があった。

7. その他
事務局より、会員の移動状況、後援・協賛依頼に

ついて報告があり、承認された。

・山岡運営委員会委員長より、会員メーリングリス
トの作成が予定されていること（広報委員会か
ら）、運営委員会から、チュートリアルセミナー
（大会時）、第79回行動計量シンポジウム・岡山
地域部会第7回研究会の概要の報告があった。

・組織検討委員会は、飽戸理事、上笹理事、林理事、
岡太理事が担当となる。

・学会史委員会は、柳井理事、松原理事、岩坪理事、
丸山理事、杉山理事長、池田理事で構成される。

・丸山理事より、日本心理学諸学会連合加盟学会（日
心連）常任理事会で、会長、常任理事の選挙の後、
認定心理士資格の認定・試験に関する議論が行
われ、アンケートを実施して具体的な懸案事項
を解決してゆく事が決まった旨、報告された。行
動計量学会がこの件にどの程度関与すべきかが
協議され、繁桝理事と丸山理事で再度、アンケー
トへの回答、認定試験実施への協力など検討す
ることになった。

・杉山理事長より、社会調査士認定機構設置準備会
での協議結果の報告があり、加盟団体として行
動計量学会の役割や拠出金の支出などが協議さ
れた。この件に関しては、再度、資料を揃えた上
で検討すること、また、認定機構への参加の了承
を総会に委ねることが決まった。

・事務局担当の馬場理事より、新入会員、後援・協
賛依頼の報告があり、了承された。また、会員名
簿の作成について説明された。

・岡太理事より、統計関連学会連合委員会が近々開
催されるので、出席すると報告された。
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編集後記
第32回大会が近付いてまいりました。皆様のご

参加をお待ちしております。
また、掲載の遅れておりました理事会議事録を

掲載いたしました。次号以降にも、順次掲載してい
く予定です。今後、このようなことのないよう注意
致します。申し訳ありませんでした。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2004年7月5日現在）
正会員 1018名
準会員 83名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
和文誌編集委員会では、審査プロセスの迅速

化、省力化のため、今後、以下の方針で作業を進
めたいと思っていますので、ご協力ください。
例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念

頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハード
コピー（少なくとも1セット）を郵送するととも
にPCファイルを電子メイルに添えつけ提出する
ことに御協力願います。審査過程も、メイルの活
用で迅速化したいと思っています。
投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に

関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿や
アイデアの優先権や著作権に問題がない限り、多
少粗削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研
究発展への萌芽を持っているものを歓迎したいと
思います。また、新たなデータ採集や方法論の報
告だけでなく、現状の広義の統計関連分野を批判
して、新しい時代へ導く木鐸を鳴らす檄文も歓迎
いたします。
論文送付先
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1
東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系
編集委員長
繁桝算男
kshige@bayes.c.u-tokyo.ac.jp

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

第 32回大会Webページ
http://bio-lab.it.aoyama.ac.jp/bsj2004/

会員の著書等

☆ 甘利俊一他（編）福水健次・栗木 哲・竹内 啓・
赤平昌文（著）『特異モデルの統計学』（統計科学
のフロンティア7）岩波書店，2004年．

☆ 岸野洋久・浅井 潔『生物配列の統計―核酸・タ
ンパクから情報を読む―』（統計科学のフロン
ティア9）岩波書店，2003年．

☆ 新村秀一『JMP活用 統計学とっておき勉強法―
革新的統計ソフトと手計算で学ぶ統計入門』（ブ
ルーバックス）講談社，2004年．

☆ 東京大学生物測定学研究室（編）『実践生物統計
学―分子から生態まで』朝倉書店，2004年．

☆ 適性試験委員会（編）野口裕之他（著）『法科大
学院統一適性試験テクニカル・レポート2004』
（JLF叢書VOL.6）商事法務，2004年．
☆ Michiko Watanabe and Kazunori Yamaguchi (Eds.)
"The EM algorithm and Related Statistical Models",
Statistics: Textbooks and Monographs series, Marcel
Dekker, Inc., New York, 2003.

☆ 山口和範・高橋淳一・竹内光悦『よくわかる多変
量解析の基本と仕組み』秀和システム，2004年．


